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てがん血管を構成する腫瘍血管内皮細胞（Tumor Endothelial cells : TEC）に着目した。
がん血管はがんの増殖や転移に必要不可欠であり、がん治療における重要な標的である
と考えられている。また、TEC は由来が宿主の血管内皮細胞（Endothelial cells : EC）で
あることから、がん種によらない共通のターゲットになると考えた。一方 TEC は、治
療標的となる特異的な抗原が存在することが明らかとなっていない。そこで、抗原に対
する特異的な免疫を誘導可能な樹状細胞（Dendritic cells : DC）を用いたワクチン療法を




1. TECモデルを抗原に用いた DCワクチン療法による転移抑制効果と 
抗原特異的な免疫誘導能の評価 
はじめに、TEC に治療標的となり得る特異的な抗原が存在している可能性について検










原に用いた DC ワクチン療法によって EC
を抗原に用いた場合では得られない転移
抑制効果が発揮されることが示唆された。
続いて、TEC モデルを抗原に用いた DC ワクチン療法による、TEC モデル特異的な細
胞傷害性 T 細胞の誘導を評価した。その結果、TEC/DC を免疫したマウスの脾細胞では
TEC モデルに対する細胞比率依存的な細胞傷害活性が示された。一方で、EC に対する
細胞傷害活性は示されなかった（Fig. 1B）。したがって TEC には、特異的な免疫を誘導
可能な抗原が存在し、がん免疫療法の有用な標的となることが示唆された。 
 
2. がん組織内の TECを抗原に用いた DCワクチン療法の有用性評価 
 従来の免疫賦活化療法では、がん種ごとに適切な治療方策が必要となるという課題が
あった。また、がん組織内の TEC は、がん微小環境下において性質が変化していくと考
えられている。そこで、がん組織内の TEC を抗原に用いた DC ワクチン療法によって
がん種にとらわれない転移抑制効果が発揮されるのか検証するために、異なるがん組織
より分画した TEC を抗原に用いて転移抑制効果を比較検討した。その結果、B16 の転
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